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はしがきにかえて
──　No　AI，no　life　──

AI という用語を日常的に耳にするようになって長い月日が経ちました。 
自動お掃除ロボットからスマートフォンの音声アシスタントや SNS に至る

まで、私たちは知らぬ間に AI の恩恵を受けています。AI なしでは、日常生
活の快適性を維持できない…現代はすでに、そんな状況になっています。もう
後戻りはできないのです。AI は日々進化しています。

この状況は裏を返すと、今後も快適で便利な未来を享受するには、AI に関
する知識やスキルを持つことが、必須な環境になりつつあるということです。

そして、そんな AI を学ぶきっかけとして最も適しているのが「AI 実装検
定」の受検といえるのではないでしょうか。

本検定は『AI を 100万人が学ぶこと』を設立意義としています。検定のシラ
バスを学習することで、無理なく自然に AI の基礎知識が身につくよう吟味さ
れています。出題範囲は必要十分に凝縮され、取り組みやすいことも特徴です。

さて、本書は「AI 実装検定－A 級－」受検者のための公式テキストとして、
シラバスを網羅的にカバーしています。また、検定で出題された過去問を厳選
し、問題演習を通じて、理解をしっかりと深められる内容構成になっています。

学習に大切なことは継続です。AI 実装検定の A 級合格を目標に設定し、試
験日に向かって本書を繰り返し活用することによって、実力を高めて合格を勝
ち取ってください。さあ、いっしょに AI の学習を始めていきましょう！

最後となりましたが、大学教育出版  編集部の皆様には企画・編集面でサ
ポートいただき、AI 実装検定実行委員会の真田雄一朗委員長には、企画の構
想から原稿のアドバイスを含め、大変にお世話になりました。

この場をお借りし、厚くお礼申し上げます。

2022 年 4 月　

佐々木　淳



ii

AI 実装検定とは

AI実装検定はAIに関しての知識・実装力を認定する資格です。資格のグレー
ドは 3 つ、S 級・A 級・B 級が設定されています。

本書は A 級の受験レベルに完全対応した公式テキストです。A 級の合格者
はディープラーニングの実装について数学、プログラミングの基本的な知識を
有し、ディープラーニングの理論的な書籍を読み解くことができ、独学の準備
ができる能力を有することを認定します。

より高度な画像処理や自然言語処理、有名モデルの実装力を認定する S 級
への基礎固めとして、また AI の基礎的な知識・実装力を認定する B 級の応用
としても本書を活用いただくことができます。

■各級の概要とレベル
S級…AI の実装力だけでなく画像処理をメインとした実践的な

力と、自然言語処理や有名モデルの実装などの応用的な
実装に対しても挑戦できる力を認定します。
現在 AI 分野における最難関資格です。

A級…ディープラーニングの実装について数学、プログラミン
グの基本的な知識を有し、ディープラーニングの理論的
な書籍を読むことができ、独学の準備ができる力を認定
します。AI 難関資格である E 資格の認定プログラムにも
挑戦できるレベルです。理系大学卒業・社会人程度。

B級…AI に興味があるが、まったく知識のない入門者でも最初
の目標として挑戦できる試験です。AI の網羅的な知識を
問う G 検定の前段に位置したレベルに設定しています。
高校理系卒業・大学生程度。
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A級合格のメリットと試験概要

ビックデータ・データサイエンス・DX・人工知能といった先端分野の IT
人材は不足しています。様々な業界で AI が導入されている現在では、AI に
造詣が深い人材は評価されやすい傾向にあります。A 級を取得することで、
AI 技術者としてビジネスで活躍できる知識と実装力を得られることができる
とともに、履歴書に資格取得を記載することで就職・転職に有利になります。

また合格された方には AIEO（AI 実装検定実行委員会）より、A 級取得を
証明するロゴが発行されます。ビジネスレベルでのAIに関する知識・実装力を、
客観的にアピールすることができます。

なお、A 級の試験概要は下記のとおりです。

試験実施時期 通年

受験方法
CBT 試験（Computer Based Testing の略で、コンピュータを利用し
て実施する試験方法）

出題形式 60 問の多肢選択式（AI20 問・数学 20 問・プログラミング 20 問）
受験資格 不問
試験時間 60 分
合格基準 70%程度
認定証 ディープラーニング実装師 A 級
出題範囲 AI 実装検定実行委員会の定めるシラバスより出題
受験料 一般 14,850 円・学割 8,250 円（税込み）

申込先
テストセンターで試験を実施
➡詳しくは下記 URL をご確認ください。

https://cbt-s.com/examinee/examination/equ.html
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学習のシラバス

■ AI
ディープラーニングの基本構造であるニューラルネットワークの基礎的な構

造の理解を問います。

・入力層と出力層 
・重み
・順伝播の計算 
・行列の掛け算 
・バイアス項の導入 
・sigmoid 関数
・正解値の導入

・二乗和誤差
・誤差の微分
・誤差逆伝播法
・連鎖律
・偏微分
・アダマール積

■数学
ディープラーニングで活用する数学の内容について、計算ができるかを問い

ます。高校数学レベルの内容ですが、ごく一部大学数学を含みます。

①関数と微分－ニューラルネットワークの連鎖率で使われる数式
②数列と行列－ニューラルネットワークの基本的なネットワークの記載に

必要な数式
③集合と確率－和集合と共通部分－絶対補と相対補－ベイズ確率－条件付

き確率

■プログラミング
ディープラーニングの実装においてデファクトスタンダードである Python

と、数値計算をするための各種ライブラリの実装知識を問います。
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・Numpy 
・Pandas 
・Matplotlib

・Seaborn
・Sciket-learn  

※ここで掲載している情報は 2022年 5月現在のものです。

受験をする際には必ず下記サイトの最新情報をご確認ください。

●AI 実装検定実行委員会　（https://kentei.ai/）

AI 実装検定実行委員会（AIEO）とは

AI 実装検定実行委員会（AIEO）は、日本国内で AI に関連した知識を 100
万人が学ぶ社会を理念とし、2020 年 5 月に設立されました。

世界の時流においては、流通、エネルギー、金融、軍事、教育、農業、医学、
すべての分野で AI の研究が進んでいますが、日本ではまだ AI は身近ではあ
りません。

米国では Google・Amazon・Apple・Facebook などのハイテク企業が率先
して AI 技術を活用しているのに対し、日本ではまだこれからと言わざるを得
ません。

100 万人の厚く多様な層が AI 技術を下支えすること。それが、より強く豊
かで人に寄り添う社会を実現するのではないか。そんな想いをもとに、中学校
までの義務教育を受けていれば誰もが挑戦することができる AI 実装検定を運
営しています。
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